













療では対応しきれない現状が報告されている 2 ）, 3 ）。GID































































































































































































































57ヒューマンケア研究学会誌  第 6 巻  第 1 号  2014
表 1 　性同一性障害当事者の性同一性　属性のカテゴライズとその出典
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表 2 　性同一性障害当事者の性同一性　先行要件のカテゴライズとその出典

























































































































































   











  縛り 
 ・医療環境に左右される性別適合 
  の質の格差 
●将来への展望と苦悩 
 ・一貫した自己の受容と主体的な 
  人生観 
 ・治療がもたらす自己成熟と払拭 
  できない苦悩 
●社会適応性の高低 
 ・調和的・能動的関係形成能力の 
  拡充または停滞 
 ・ソーシャルサポートシステムの 
  不備や格差 
1. 性別違和感が緩和された肯定的・
  客観的な自己意識 
 ・専門家による理解・受容と継続的
  支援 
 ・生きていく性別の見極め 
 ・性別を取り戻すための身体的性
  別適合 
 ・心身の安寧がもたらす肯定的・客
  観的な自己感覚 
2. 自認する性で紡ぐ相互関係で経験
   される性別の共有感 
  ・カムアウトと関係性の変化 
 ・是認・承認がもたらす自尊感情の
  回復 
 ・望む性別で生きるための準備・調
  整と生活力の獲得 
 ・自認する性の共有感 
図 1 「性同一性障害当事者の性同一性」概念モデル 図 1 　「性同一性障害当事者の性同一性」概念モデル





















































































































































19） 中 村 一 博， 一 色 信 彦， 讃 岐 徹 治， 他：Gender 
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